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植物園本館改修後の真新 しい机や椅子の納入と

同時に着任されたのが水野事務主任でありました。

着任早々の昭和59年 10月 15日 には,『植物園300年

記念と本館改修の完成披露』が行われ,そ の式典

の為の準備は前主任がなされ,詰めの段階と当日

を新主任に引継いで行うことになった行事でした。

植物園は過去に『 植物園一般公開90週年記念 』の

行事があって以来23年振りのことであり,さ らに

本館改修完成披露も加えた形での行事を着任早々

成しえて,植物園事務主任としてのスター トをし

て今日までこられたわけであります。

過去の事務主任の内,こ の時の事務主任ほど短

期間に多くの行事に当たられた事務主任はなかっ

たと思います。

昭和59年 10月 に行なわれた植物園 300年記念及

び本館改修被露をはじめ,昭和60年 9月 のムニン

ノボタン引渡式,昭和60年 11月 の第一回国際生物

学賞記念シンポジウム,昭和62年 2月 のニュー ト

ンの リンゴの木贈呈式など,植物園外での対応を

追られる事業が相次ぎ,いずれも準備段階に当た

って種々用意するものから,関連する方への通知

文書の リス トアップを受けて発送や回収作業のま

とめや当日の来客への気 くばり,進行に当たって

の配慮など一般職員とは違った意味での気苦労が

事務主任には多かったのではと思い出されます。

しかしなが ら,昭和25年東京大学に入職以来 ,

事務局会計課より出発 して,施設部,経理部,工

学部附属原子力工学研究施設,物性研究所と歴任

され,その豊富なご経験から,植物園での行事も

滞りなく終了 した。それは,昭和59年 10月 1日 ～

昭和63年 3月 31日 の 3年 6ケ 月という短い期間で

したが,植物園を象微する様な行事が目白押 しす

る中で過ごされたといっても過言ではない様な気

水野事務主任の定年にむけて
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がする。

また,植物園における特殊事情,す なわち大学

事務の他に公開業務があり,近隣の住民との接触

が必要ということがある。

例えば,秋になると周辺住民からの落葉の苦情

があり,それを受けるだけでも心労が多いと推察

されますが,その場へ出向いて住民の方からの話

しを伺い状況を見られたりして,住民側と植物園

との接点を見出して大学側へその要望書をお持ち

になり努力されていた主任の姿が印象的で した。

この約16万 ″もある面積の塀際周辺の樹木を整備

することは,植物園内の植生配置に関する整備に

も関連するものでもあり,落葉の件ばかりでなく,

植物園にある特殊事情を考えますと大変なご苦労

だったと思われます。その後,大学側への要望が

響き整備が開始となったことは,主任の努力が報

われたこととして特筆すべきことと思いました。

さらに,前理学部長の示唆によって始められた

入園者からの意見の導入の件 も『 ご意見箱 』と称

して,植物園正門に箱をおかれ,一般の方が書か

れた意見にも熱心に目を通されるなどして,多数

の意見をもとに改善策を考え,先生方や技官の方

との意見を合わせて,公開植物園としての任務が

ある以上,大学事務はもちろん,一般の方との協

調が必要不可欠であるという意見を秘めながら行

動する主任にとって,業務が十分果たせる様にい

かに対応 したらよいかを心配されている姿もあり

ました。

最後に水野事務主任にとって,自 らの最大の行

事,定年退職を迎えることになったわけですが ,

私達が水野事務主任といっしょに仕事をさせてい

ただいた約 3年あまりの間に,上司として,人生

の先輩として,多 くのことを教えていただき,本
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